
“凡事徹底”
教頭 山口 哲也

４月より本校に勤務することになりました山口哲也です。専門教科は保健体育で、工業高

校には初めての勤務となります。どうぞよろしくお願いします。

本校校長の学校経営方針は 自立貢献 できる生徒の育成であり 経営ビジョンとして も「 」 、 「

のづくりによる人づくり」と「部活動による人づくり」を二本の柱として、生徒が「入学し

て良かった 、保護者が「入学させて良かった 」と思う学校づくりを掲げています。。」 。

今年度は「心の教育」と「凡事徹底」に重点的に取り組み 「授業や部活動を通し、挨拶、、

返事、聞く態度、服装等の指導の徹底」を行っていきます。

私の信条も「凡事徹底」ですので、今回はそれについて述べたいと思います。これまで部

活動顧問として剣道部を長く指導してきました。もちろんやるからには全国大会への出場を

目指して取り組んできましたが、どのチームも試合に勝ちたいと思っているので、なかなか

勝てませんでした。指導者としての未熟さもあるので、いろんな本を読み、実践をしてきま

した。その中で一番心に響いたのが、この「凡事徹底」です。それからは毎年、新入部員に

剣道部ノートを配り、以下の言葉を書いたプリントを貼らせていました。

「凡事徹底」
誰にでもできる平凡なことを、誰にもできないくらい徹底して続けることから、偉大なこ

とや、非凡なことは生まれる。

「時を守り、場を清め、礼を正す」

「時を守り」
・時間を守る【相手を尊重すること、それにより自分の信用を積み重ねる】

「場を清め」

・掃除をする【５K（気づく人になれる、心を磨く、謙虚になれる、感動の心を育む、
感謝の心が芽生える 】）

「礼を正す」
・挨拶をする、返事をする【より良い人間関係を築く】

生徒の皆さんも、ぜひ「時を守り、場を清め、礼を正す」ことを心掛けて欲しいと思いま

す。これができている人は間違いなく信頼される人であり、愛される人です。本校で人間力

を磨き、地域に愛される学校を作っていきましょう。
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行事は変更することがあります。ご了承下さい。

日 曜 時 学 校 行 事 日 曜 学 校 行 事

水 平 生徒保健委員会( ～) 土1 112:15
木 Ｂ 日2 2スポーツテスト・身体測定(全､ )PM

工場見学(デ２) ①色覚検査１年3 3金 憲法記念日 月

色覚検査１年② １年⑥ ﾃｽﾄ4 4土 みどりの日 火 QU

日 こどもの日 水 ③5 5 色覚検査１年③ HT
数小ﾃｽﾄ② 色覚検査１年④ ( )6 6月 振替休日 木 SC PM

( の出し方講演会) 色覚検査⑤ ( )7 7火 平 月曜授業 金 HR SOS SC PM

高校生ものづくりコンテスト佐賀県大会8 8水 平 結核検診(職員･１年) ① 土HT
木 平 日9 9英小テスト① 内科検診 ( ～) 出前授業(ｹ )3 12:35 3

金 平 月10 10HR 4 12:35 SC PM(生徒総会) 内科検診 ( ～) ( )

土 特 火11 11進学マネープラン講演会

建築技術フェア(ﾄﾞ ､ ～)12 12日 水 2 11:00

月 Ｂ 木13 13高校総体前短縮授業(～ 日)24

火 Ｂ 金14 14

水 Ｂ 土15 15

木 Ｂ ( ) 日16 16数小テスト① 耳鼻科検診( 年 ･ 年該当者)1 ,2 3 SC PM
金 Ｂ 月17 17

土 火18 18

日 水19 19ものスゴフェスタ 測量士補試験

月 Ｃ 木 １学期期末考査20 20

火 Ｃ 金 計算技術検定21 21

水 Ｃ 心臓検診 年 ② 土22 221 HT
木 Ｃ 日23 23

金 特 高校総体開会式 月24 24

土 火25 25高校総体( 日目) 心臓検診予備(欠席者 ～)2 10:00

日 水 ④26 26高校総体( 日目) 第 種電気工事士(筆記)3 2 HT
月 木 英小テスト③ ( )27 27高校総体( 日目) 振替休日( 分)4 5/11 SC PM
火 Ｂ 金28 28学校生活アンケート(朝 )､アンケート面談(放課後)HR

水 Ｂ 月曜授業 土29 29

木 平 日30 30英小テスト② 尿検査 次2
尿検査２次(予備)31 金 平

ＨＴ：ヒューマントレーニング ＳＣ：スクールカウンセラー来校 キ：機械科 デ：電気科 ド：土木科 ケ：建築科 ⓐ建築科マイスター派遣事業:

ＰＴＡ総会
( × ④ 公開授業 総会)45' 3+ 50' +

× 掃除 ④総体壮行会40' 3+ +
国小テスト①

総会欠席者会PTA
( ～視聴覚室)19:00

( 年 ﾚﾃﾞｨﾈｽ､HR 1 :
年職業適性､ 年履歴書指導)2 : 3 :

(高校総体報告会HR
･ものづくり壮行会)

国小ﾃｽﾄ② 眼科検診(全 ～)13:30
尿検査３次

(クラスマッチ選手決め)HR
尿検査３次(予備) 外部講師(ｹ ) 機械製図検定 次(ｷ )3 1 3

(壮行会､表彰､唐工祭テーマ決め)HR
情報技術検定

高校生溶接技術競技会佐賀大会
(工業技術センター)
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◎令和６年度入学式
４月１０日(水)、春の新緑と明るい日差しの下、本校体育館において入学式が行われまし

た。機械科４０名、電気科３６名、土木科２９名、建築科３９名、計１４４名の新入生は東

福昌勝学校長からの入学許可の宣言を受け、晴れて唐津工業高等学校の一員となりました。

学校長式辞では「本校は、今年創立８０周年を迎える伝統ある工業高校です。

目標を立て行動を起こせ！ 目標達成のために知力、体力、人間「起て 」 「察よ 」(たて) (みよ)。

力を磨け！ 目標達成に向けて突き進め！。の校訓を実践し、目標を定め、そ。「邁け 」(ゆけ)

の実現のために知識や技術を身につけ、これからの３年間で子供から大人へ大きく成長を遂

げ社会に貢献し役立つ人材になって下さい。また、世界では紛争や自然災害などで勉強がで

きない子供達がいます。みなさんは高校生としての自覚を持ち、学校へ通える事に感謝し、

充実した３年間を送って下さい 」とのお祝いの言葉がありました。。

新入生のみなさん、入学おめでとうございます。

入学許可､学校長式辞 会長末次知浩様祝辞 新入生代表宣誓 住吉惺太さん 保護者代表挨拶住吉雄己様PTA

◎在校生、新入生対面式
４月１１日(木)、生徒会主催による新入生と在校生との対面式が開かれました。２、３年生

が待つ体育館へ拍手で迎えられて１年生１４４名が入場しました。初めに生徒会長、古川賢人

新入生の皆さん、ご入学おめでとうございます。先月の卒業式で、たくさんの先輩さんが「

方を送り出し、このひと月は何となく寂しい雰囲気をみんなが感じていたように思います。

しかし同時に、新入生の皆さんを迎えるためにさまざまな準備もしてきました。３月の大掃

除では、多くの生徒達が一丸となり、校舎をくまなくきれいにして、みなさんが気持ちよく

入学できるよう、頑張りました。また、坂道や校舎には、さまざまな部活動の、たくさんの

ポスターや看板を、見たでしょう。唐工生全員があなた達を待っていました。これからの高

校生活で、勉強や補習は忙しいけどクラスマッチや唐工祭など楽しいこともたくさん待って

。 、います ２年生」 「と歓迎の挨拶を述べました また 新入生代表の機械科１年住吉惺太さんが。 、

３年生のみなさんこんにちは。私たち新入生は、この唐津工業高校への入学をずっと心待ち

にしていました。そして今、伝統ある本校の一員になれたことを実感し、大変うれしく感じ

ています。高等学校は、私たちがこれまで過ごしてきた中学校とは異なり、今まで以上に自

。 、 、立心と自主性が必要になると思います これからの３年間を充実したものにするため 勉強

部活を頑張るのはもちろんのこと、学校生活でのマナーや、あいさつ、掃除など、先輩方の

姿を見て、それらを手本とし、人間的にも成長していこうと思っています。ご迷惑をおかけ

することもあるかとは思いますが、どうか温かい目で見守っていただき、今日からいろいろ

との入学の挨拶をしました。教えてください。よろしくお願いします。」

令和６年５月号

生徒会長挨拶 古川賢人さん 新入生代表挨拶 住吉惺太さん

◎自転車点検
４月１１日（木 、全校の自転車通学者を対象に自転車安全点検が実施されました。）

入学して間もない真新しい自転車で点検に臨む１年生に対し、毎日の通学で傷みが酷い上

級生の自転車などを、ブレーキの効き、ライト、鍵、ベル、反射板などを重点に１台１台丁

寧に点検を行いました。交通ルールやマナーを守って今年も安全第一で通学して下さい。

◎部活動紹介と体験入部
４月１２日(金)、新１年生を対象に、入部勧誘のための部活動紹介が行われました。運動

部１３部、文化部７部、合計２０部のそれぞれの代表者が実際に練習の実演や動画、パフォ

ーマンスなど、各部工夫をこらした部活動紹介をしました。

本校は「部活動による人づくり」を目標の一つに掲げ、部活動を通して心身と人間力を磨

きます。１年生は原則として１学期間は何れかの部活に入部するようになっています。

数日間の体験入部期間を経て、それぞれ気に入った部活動に入部することになります。

部活動で多くの思い出と経験を重ね、実りある３年間になるよう頑張ってください。

紙面の都合上、全ての部活動は掲載していませんが、学校ホームページで全ての部活動を

紹介しています。


